
〃

ヨ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
新
組
合
主
義

條
　
　
和
　
　
生

（41）　ルーヨ・ブレンターノと新組合主義

は
じ
め
に

　
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
熱
練
労
働
者
と
不
熟
練
労
働
者
と
の
利
害

の
対
立
が
、
す
で
に
た
び
た
ぴ
現
れ
て
い
る
。
：
：
：
こ
れ
ま
で
の

経
過
か
ら
見
て
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と

は
、
や
は
り
許
さ
れ
な
。
い
の
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
と
は
、
後
に

〔
熟
練
労
働
者
と
不
熟
練
労
働
者
〕
両
階
級
の
分
裂
が
さ
ら
に
起

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
後
に
イ
ギ

リ
ス
労
働
者
の
最
下
層
階
級
は
、
そ
の
最
上
層
階
級
が
現
在
追
求

し
て
い
る
目
標
を
改
め
て
別
に
目
指
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

ま
た
、
そ
う
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

　
一
八
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
現
代
の
労
働
者
ギ
ル
ド
』
第
二

巻
の
中
で
、
ル
ー
目
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
■
旦
o
串
雪
冨
昌
（
一
八

四
四
－
一
九
ゴ
ニ
）
は
、
や
や
漢
然
と
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
記
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
一
八
七
〇
年
代
に
は
ま
だ
将
来
の
問
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
た
不
熟
練
労
働
者
独
自
の
活
動
を
、
ブ
レ
ン
タ

．
ー
ノ
が
現
実
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
八

八
○
年
代
も
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
八
月
の
ロ
ン
ド

ン
港
湾
ス
ト
ヲ
イ
キ
を
契
機
と
し
て
、
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
化

活
動
が
活
発
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
新
組
合
主
義
の
時
代
が
到
来

し
た
。
こ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
労
働
組
合
運
動
は
、
熟
練

労
働
者
か
ら
不
熱
練
労
働
者
に
ま
で
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

局
面
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
新
組
合
主
義
に
関

心
を
大
い
に
か
き
た
て
ら
れ
た
。
「
不
熟
練
労
働
者
の
最
初
の
勝

利
が
、
こ
れ
ま
で
に
ス
ト
ラ
イ
キ
成
功
の
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
、

教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
す
ぺ
て
を
、
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
に
思
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＾
2
〕

わ
れ
た
L
か
ら
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
休
暇
に
、

労
働
組
合
を
め
ぐ
る
新
た
な
動
向
を
こ
の
目
で
見
る
べ
く
、
彼
は

さ
っ
そ
く
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
。

　
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
、
一
八
九
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
が

持
つ
意
味
は
犬
き
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
に
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
は
、
自
ら
の
社
会
改
良
構
想
に
対
す
る
自
信
を
失
、
い
か
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
労
働
組
合
運
動
の
熱
心
な
支
援
者
と
し
て
、

ド
イ
ツ
新
歴
史
学
派
の
中
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
で
は
あ
っ
た
が
、
労
働
者
自
助
に
対
す
る
彼
の
信
頼
感
は
、

一
八
八
○
年
代
末
期
に
は
動
揺
し
て
い
た
。
一
八
七
〇
年
代
の
末

か
ら
一
八
八
○
年
代
に
か
け
て
ヨ
ー
目
ヅ
パ
を
襲
っ
た
大
不
況
の

前
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
の
自
主
的
な
失
業
者
救
済
も
無

カ
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
知
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
列

強
諸
国
の
帝
国
主
義
的
対
立
が
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

彼
は
眼
前
に
し
て
い
た
。
国
家
的
存
立
へ
の
危
機
意
識
を
彼
は
つ

の
ら
せ
た
。
国
内
の
政
治
問
題
を
「
国
外
に
対
す
る
婆
勢
」
に
煩

わ
さ
れ
ず
に
自
由
な
発
展
に
任
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
イ
ギ
リ

ス
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
状
態
に
ド
イ
ツ
は
い
ま
だ
に
到
達
し
て
い

な
い
。
こ
の
よ
う
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
約
二
年
前
に
は
つ
い
に
、
「
支
配
者
の
側
で
目

的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
。
っ
て
、
事
態
〔
労
働
協
約
の
締
結
に
基

礎
を
置
い
た
、
工
業
制
度
の
新
秩
序
の
実
現
－
引
用
者
〕
の
展

開
を
導
く
こ
と
」
の
必
要
性
さ
え
、
彼
は
公
言
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
労
使
紛
争
の
平
和
的
解
決
へ
と
労
働
者
を
導
く
教
育
過
程
の

主
導
権
を
、
労
働
者
自
身
に
で
は
な
く
て
国
家
の
予
に
委
ね
る
べ

く
、
「
上
か
ら
の
組
織
」
9
0
q
彗
a
註
昌
く
冒
O
σ
竃
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

を
彼
が
語
っ
た
の
は
、
一
八
八
七
年
二
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
な
る
ほ
ど
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
後
に
な
っ
て
、
こ
れ
は
不
況
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

時
代
に
絶
望
の
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
で
あ
る
と
弁
解
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
関
係

の
規
制
を
国
家
の
手
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
諸
民
族
の
経

済
・
文
化
活
動
に
お
け
る
い
っ
さ
い
の
進
歩
は
、
個
々
人
か
ら
出

　
　
　
　
＾
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

発
し
て
き
た
」
こ
と
を
重
ん
ず
る
、
自
由
主
義
的
で
あ
る
こ
と
が

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
自
身
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
彼
の
基
本
恩
想

と
、
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
労
働
者
自
助

に
対
す
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
め
信
頼
感
は
、
果
し
て
回
復
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
労
働
者
自
助
と
は
、
い
や
、
よ
り

大
き
く
問
題
を
捉
え
る
な
ら
ぱ
、
「
自
由
主
義
」
と
は
、
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
の
思
想
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
深
く
根
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
自
ら
の
社
会
改
良
構
想
の
動
揺
を
経
験
し
て
い
た
と
き
に
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（43）　ルーヨ・ブレンターノと新組合主義

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
直
面
し
て
い
た
、
新
組
合
主
義
、
す
な
わ
ち
、

不
熟
練
労
働
者
の
組
合
運
動
を
中
心
に
、
改
め
て
労
働
者
の
団
緒

問
題
に
対
す
る
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
見
解
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
本
稿
の
貝
的
で

あ
る
。
従
来
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
研
究
に
お
い
て
は
軽
視
さ
れ
て
い

た
、
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
問
題
が
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
河

内
一
男
氏
の
研
究
い
ら
い
固
定
し
た
観
の
あ
る
、
労
働
組
合
の
社

会
改
良
的
意
義
に
着
目
し
た
「
下
か
ら
」
の
自
由
主
義
的
社
会
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

策
思
想
家
と
い
う
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
解
釈
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

彼
の
「
自
由
主
義
」
思
想
を
再
検
討
す
る
手
が
か
り
を
つ
か
む
た

め
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

に
対
す
る
J
・
S
・
ミ
ル
の
思
想
的
影
響
に
、
特
に
注
意
が
払
わ

れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
思
想
の
「
自
由
主
義
的
」

側
面
に
、
従
来
に
な
い
角
度
か
ら
再
検
討
を
試
み
る
た
め
の
一
つ

の
方
法
で
あ
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
ミ
ル
に
対
し
て
ひ
そ
か
に
抱

い
て
い
た
愛
情
を
、
親
友
G
・
F
・
ク
ナ
ヅ
プ
に
次
の
よ
う
に
吐

露
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
〔
ミ
ル
に
対
す
る
私
の
〕
愛
情
と
は
、
あ
る
種
の
同
質
性
に
も

と
づ
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
魂
ω
8
－
雪
の
同
質
性
で
あ
る

と
語
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
努
力

黒
琴
g
…
o
・
彗
の
同
質
性
を
指
す
の
で
す
。
〔
私
が
、
、
、
ル
を
愛

す
る
の
は
、
〕
私
の
特
性
を
補
う
特
性
の
持
主
と
し
て
で
は
な
く

て
、
共
通
の
道
㎝
⑦
目
Φ
巨
窒
昌
胃
葭
邑
を
歩
む
、
熱
心
に
見
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

う
べ
き
模
範
と
し
て
な
の
で
す
。
L

　
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
ミ
ル
が
歩
ん
で
い
た
「
共
通
の
道
」
。
そ
れ

は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
遣
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

「
魂
」
は
異
な
る
が
、
「
努
カ
」
は
同
質
で
あ
る
と
は
、
い
か
な
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問

題
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
「
自
由
主
義
恩
想
」

に
再
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
F
旦
o
田
昌
目
9
自
9
U
げ
＞
｝
o
－
訂
『
阻
E
o
目
o
彗
O
晶
o
目
尋
彗
“
一

　
国
〇
一
“
N
自
H
宍
ユ
ユ
斤
o
彗
o
目
o
目
－
尿
o
旨
o
目
o
o
老
o
鼻
く
曾
9
冨
一
■
o
号
－

　
㌫
o
q
一
〇
0
N
ド
ω
．
竃
o
o
－

（
2
）
■
卑
雷
冨
昌
一
旨
9
目
5
げ
昌
ぎ
穴
芭
昌
貝
自
冒
ま
o
8
，

　
ユ
巴
o
向
鼻
幸
ざ
峯
目
目
α
目
∪
o
鼻
閉
o
巨
芭
自
宗
一
盲
旨
嘗
H
8
ポ
ω
．
H
蜆
ド

（
3
）
　
く
o
o
－
．
■
｝
冨
目
冨
自
9
U
庁
げ
o
顯
σ
巴
g
巨
o
司
訂
＞
宗
o
易
．
目
目
φ

　
－
目
く
巴
己
色
自
－
く
彗
巴
O
巨
O
昌
昌
胴
昌
『
＞
ユ
〕
9
片
鶉
自
自
O
旨
篶
｝
耐
O
O
目
－

　
9
目
胴
一
巨
一
－
閏
享
σ
冒
－
呂
嘗
『
老
里
弐
O
自
巴
0
＝
斥
O
目
O
昌
ざ
冒
冒
O
ω
冨
江
蜆
－

　
二
〆
z
害
Φ
句
o
衡
9
旨
’
昂
p
一
屋
o
o
o
。
一
ω
－
お
嘗
な
お
、
こ
の
論
文

　
は
、
一
八
八
七
年
二
一
月
に
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
プ
ル
ク
で
書
か
れ
た
も
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の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
「
上
か
ら
の
糧
織
」
構

　
想
を
語
っ
た
の
は
、
実
は
こ
れ
が
初
め
て
の
二
と
で
は
な
い
。
一
八

　
七
二
年
に
も
彼
は
、
労
働
組
合
の
既
に
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

　
そ
の
助
成
を
図
る
一
方
で
、
労
働
組
合
の
存
在
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

　
で
は
そ
の
創
出
に
カ
を
尽
す
こ
と
を
、
国
家
に
対
し
て
求
め
て
い
た

　
か
ら
で
あ
る
o
＜
笹
一
■
．
b
『
o
鼻
凹
自
9
∪
ぎ
Ω
o
ミ
o
寿
く
o
8
」
冨
－
昌

　
＜
鶉
墨
－
9
冒
N
膏
　
＞
『
冨
豪
o
q
2
g
N
窓
σ
冒
o
目
一
一
三
　
軍
昌
〇
一
ω
g
o

　
盲
耳
g
g
宵
一
s
・
団
o
・
一
崖
N
“
ω
．
g
o
．
し
か
し
な
が
ら
、
後
に
な

　
て
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
こ
う
し
た
国
家
干
渉
主
義
的
な
考
え
に
対
し

　
て
自
分
は
「
敏
感
で
あ
る
」
か
ら
、
「
上
か
ら
の
組
織
」
構
想
を
す

　
ぐ
に
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
と
述
ぺ
て
い
た
。
く
o
q
－
．
■
・
団
冨
昌
冨
■
9

b
♂
σ
＄
置
g
屠
冨
≧
ざ
・
叩
．
昌
ら
－
量
里
巨
昌
－
ぎ
邑
o
冨
昌
目
。
司
一

　
ω
一
阜
い
一

（
4
）
＜
o
0
F
■
．
卑
昌
“
彗
9
峯
o
ま
5
σ
竃
一
ω
L
睾

（
5
）
　
向
げ
彗
o
p
ω
－
o
o
｝
．

（
6
）
　
大
河
内
一
男
『
独
逸
社
会
政
策
思
想
史
』
、
一
九
三
六
年
、
『
犬

　
河
内
一
男
著
作
集
』
、
第
一
巻
、
音
林
曹
院
新
社
、
一
九
六
八
年
、

　
二
八
四
頁
以
下
、
参
照
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
大
河
内
氏
流
の
プ
レ

　
ン
タ
ー
ノ
解
釈
と
は
異
な
っ
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
思
想
の
国
家
主
義

　
的
側
面
に
注
目
し
た
最
近
の
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　
中
村
貞
二
『
マ
ヅ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
』
、
未
来
社
、
一
九
七

　
二
年
、
二
六
七
貫
以
下
、
同
『
ヴ
ェ
ー
パ
ー
と
そ
の
現
代
』
、
世
界

書
院
、
一
九
八
七
年
、
一
三
三
員
以
下
、
前
谷
和
則
「
ル
ヨ
・
ブ
レ

　
ン
タ
ー
ノ
に
お
け
る
国
家
と
労
働
組
合
」
、
『
史
学
雑
誌
』
、
第
九
三

　
篇
第
三
号
、
一
九
八
四
年
三
月
、
五
六
員
以
下
。
中
村
氏
は
「
学
者

　
政
治
家
」
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
「
腰
が
す
わ
っ
て
い
な
い
」
自
由
主
義

　
思
想
を
、
M
・
ヴ
ェ
ー
パ
ー
の
思
想
と
の
対
比
の
も
と
に
捉
え
、
前

　
谷
氏
は
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
思
想
の
国
家
主
義
的
側
面
を
、
労
働
組
合
論

　
の
変
遷
に
沿
o
て
描
き
出
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
私
は
、
こ
れ

　
ら
の
問
題
を
特
に
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
思
想
と
ミ
ル
思
想
と
の
対
立
と
一

　
致
の
局
面
で
捉
え
、
そ
の
中
か
ら
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
恩
想
の
独
自
性
を

　
つ
か
み
だ
す
こ
と
に
カ
を
注
い
で
い
る
。

（
7
）
卑
艮
冒
首
串
呂
冨
昌
眈
竃
Ω
8
お
軍
一
＆
ま
－
〆
星
o
o

　
與
昌
ミ
・
㎞
．
屋
N
♪
江
戸
げ
9
一
Ω
0
H
g
邑
峯
葦
8
o
打
冒
o
内
嘗
－

　
；
＆
o
冨
富
邑
華
雪
巨
蜆
・
胃
里
器
墨
争
胃
＜
宰
黄
…
自
－
…
o
日
畠
員

　
崖
季
o
ユ
窒
臣
ω
g
皇
呂
一
国
o
津
ε
9
｝
呂
冒
目
筍
竈
一
オ
竃
巨
o
昌
o
打

　
■
目
訂
o
斥
宅
a
一
ω
．
ま
．

労
働
者
の
団
結
と
不
熱
練
労
働
者

　
一
八
九
〇
年
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
研
究
目
的
で
イ
ギ
リ
ス
に
渡

っ
た
の
は
、
お
よ
そ
二
〇
年
ぷ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
回
（
一

八
六
八
～
一
八
六
九
年
）
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

の
思
想
の
形
成
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ぱ
、
「
古
典
派
経
済
学
の
方
法
の
主
張
者
」
と
し
て
、
そ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

労
働
組
合
の
運
動
を
「
断
固
と
し
て
否
認
し
て
い
た
」
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
は
、
こ
の
訪
問
を
境
に
し
て
、
労
働
組
合
の
積
極
的
な
擁
護

867



（45）　ルーヨ・ブレンターノと新組合主義

者
に
変
身
を
遂
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
八
七
〇
年
前
後

に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
、
労
働
者
の
団
結
、
な
ら
び
に
不
熟
練
労
働

者
の
間
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

は
、
後
の
新
組
合
主
義
に
対
す
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
対
応
を
検
討

す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
有
益
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
六
〇
年
代
末
期
の
訪
英
の
本
来
の
目
的
は
、
杜
会
改
良
の

鍵
を
握
る
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
当
時
考
え
て
い
た
、
利
潤
分
配
制

度
と
協
同
組
合
運
動
の
現
状
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に

お
け
る
古
典
派
経
済
学
の
重
鎮
F
・
B
・
W
・
v
・
ヘ
ル
マ
ン
の

弟
子
で
あ
つ
た
、
ゲ
ヅ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
J
・
H
・
R
・
v
・

ヘ
ル
フ
ェ
リ
ッ
ヒ
の
指
導
。
の
も
と
で
経
済
学
を
学
ぷ
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
古
典
派
経
済
学
の
方
法
の
主
張
者
と
な
っ
た
」
プ
レ
ン
タ

ー
ノ
は
、
「
個
人
の
様
々
な
利
害
を
東
縛
せ
ず
に
思
い
通
り
に
さ

せ
て
お
き
さ
え
す
れ
ぱ
、
経
済
な
ら
ぴ
に
社
会
活
動
の
あ
ら
ゆ
る

難
問
は
、
魔
法
じ
か
け
の
よ
う
に
万
事
う
ま
く
解
決
さ
れ
る
と
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

く
学
説
」
に
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
労
働
組
合
の
活
動
を
知
る
と
と
も

に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
中
か
ら
労
働
組
合
に
対
す
る
か
っ
て
の

「
反
感
と
不
信
の
感
情
」
は
一
掃
さ
れ
、
賞
賛
が
そ
れ
に
と
っ
て

代
っ
た
と
い
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
の
一
大
転
換
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
鍵
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
労
働
者
観
に
あ
っ
た
。
労
働
者
大
衆
は

－
た
だ
し
、
こ
こ
で
主
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
後
述
の
ご

と
く
熟
練
労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

1
「
凡
庸
者
」
曇
津
色
8
巨
晶
の
集
団
で
あ
る
。
こ
の
認
識
こ

そ
、
労
働
組
合
の
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
動
く
た

め
の
前
提
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
労
働
者
の
凡
庸
性
は
彼
ら

を
困
窮
に
陥
ら
せ
る
一
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
を
そ
こ
か
ら

救
う
遣
を
も
規
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
A
・
ス
ミ
ス
の
想
定
と
は
異
な

っ
て
、
「
各
人
各
様
の
方
法
で
、
自
分
の
利
益
を
追
求
」
す
る
カ

を
、
「
凡
魔
者
」
た
る
労
働
者
個
人
は
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
労
働
と
い
う
商
品
」
－
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
お
い
て
ば
、
「
労
働

カ
概
念
」
が
必
ず
し
も
徹
底
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
1
を
売
る

に
際
し
て
労
働
者
は
、
「
自
由
と
、
人
格
に
対
す
る
自
己
決
定
権
」

と
を
、
経
済
的
強
者
に
売
り
渡
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

労
働
者
は
個
人
の
自
由
を
侵
さ
れ
、
欲
求
も
満
た
さ
れ
ず
、
身
も

心
も
他
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
イ
ギ
リ
ス
で

見
た
こ
の
よ
う
な
現
実
、
つ
ま
り
、
経
済
的
強
者
の
原
理
が
支
配

す
る
自
由
放
任
社
会
で
は
、
諸
個
人
の
絶
対
的
な
自
由
1
1
私
益
の
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追
求
は
労
働
者
搾
取
の
自
由
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
ま

さ
に
こ
の
点
に
、
「
現
代
の
社
会
問
題
と
し
て
の
労
働
者
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

の
所
在
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
労
働
者
間
題
解
決
の
遣
を
探
る
に
あ
た
り
、
プ
レ

ン
タ
ー
ノ
は
利
潤
分
配
制
度
や
協
同
組
合
活
動
に
も
は
や
多
く
を

期
待
し
な
か
っ
た
。
特
に
後
者
に
関
し
て
そ
の
理
由
を
示
す
な
ら

ぱ
、
協
同
組
合
の
成
功
に
は
欠
か
せ
な
い
と
恩
わ
れ
た
「
献
身
的

行
為
」
を
、
圧
倒
的
多
数
が
凡
庸
者
で
あ
る
労
働
者
に
求
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
協
同
組
合
の
成
果

は
、
「
〔
高
い
遺
徳
的
資
質
を
そ
な
え
た
〕
限
ら
れ
た
数
の
労
働
者

が
・
－
・
労
働
者
階
級
か
ら
使
用
者
階
級
に
移
さ
れ
る
」
と
い
う
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
労
働
組
含
（
合
同
機
械
工
組
合
＞
昌
巳
o
q
ρ
昌
算
＆
ω
o
曇
茸

o
h
向
目
o
q
巨
窒
易
）
の
規
約
を
詳
紬
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
労
働
組
合
の
運
営
政
策
は
明
ら
か
に
凡
庸
者
の
欲
求
と
能
カ
を

出
発
点
と
し
て
お
り
…
…
た
だ
労
働
組
合
だ
け
が
凡
庸
者
の
状
態

を
尊
重
し
た
上
で
そ
れ
を
改
善
し
た
」
こ
と
を
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
は

知
っ
た
。
労
働
組
合
の
結
成
こ
そ
、
凡
庸
者
救
済
の
道
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
。
「
団
結
に
よ
っ
て
労
働
者
は
、
そ
の
他
の
い
か
な

る
〔
商
品
〕
販
売
者
と
も
同
様
に
、
自
由
と
、
己
の
人
格
に
対
す

る
自
己
決
定
権
と
を
手
に
入
れ
る
。
」
こ
の
よ
う
に
団
結
の
カ
を

確
信
し
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
こ
と
を
も
は
や

た
め
ら
い
は
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
と
は
、
「
国

民
経
済
学
の
諸
々
の
基
盤
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
・
…
・
・

完
全
な
る
自
由
に
基
礎
を
置
い
た
、
国
民
経
済
学
に
と
っ
て
不
可

欠
な
補
完
物
」
で
あ
る
と
。
か
く
し
て
、
一
八
六
九
年
に
祖
国
ド

イ
ツ
に
戻
っ
た
と
き
、
利
潤
分
配
制
度
と
協
同
組
合
運
動
の
信
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

者
は
、
労
働
組
合
の
擁
謹
者
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
孤
立
し
て
い
れ
ぱ
凡

庸
者
に
す
ぎ
な
い
労
働
者
も
、
団
結
を
通
じ
て
「
知
的
、
な
ら
び

に
道
徳
的
教
育
」
を
受
け
、
「
有
徳
な
市
民
、
有
用
な
市
民
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

な
っ
て
い
く
こ
と
を
知
っ
た
。
労
働
者
の
困
窮
と
不
満
の
解
消
と

い
う
時
代
の
要
講
。
そ
れ
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
自
説
を
撤
回
し
て
、

労
働
者
に
団
結
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
応
え
よ
う
と
し
た
こ

と
に
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
自
身
が
認
め
て
い
た
よ
う
に
、
確
か
に
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
経
験
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、

彼
が
労
働
組
合
に
対
す
る
評
価
を
変
え
る
に
あ
た
っ
て
力
が
あ
っ

た
の
は
、
そ
れ
だ
け
に
隈
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
と
同
じ

道
を
歩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た
が
故
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
ひ
そ

か
に
愛
情
を
抱
い
て
い
た
J
・
s
・
ミ
ル
の
思
想
的
な
影
響
カ
も
、

077
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そ
の
際
に
は
や
は
り
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
や
、
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
の
思
想
の
転
換
に
あ
た
っ
て
は
、
む
し
ろ
ミ
ル
の
影
響

の
方
が
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
周
知
の
、
こ
と
く
、

古
典
派
経
済
学
の
労
働
組
合
無
用
論
の
理
論
的
な
基
盤
で
あ
っ
た

賃
金
基
金
説
に
対
す
る
ミ
ル
の
信
奉
の
念
は
、
年
月
を
経
る
に
つ

れ
て
次
第
に
弱
ま
っ
て
い
っ
た
。
W
・
T
・
ソ
ー
ン
ト
ン
に
ょ
っ

て
、
さ
ら
に
彼
に
先
だ
っ
て
F
・
D
・
ロ
ン
ジ
に
よ
っ
て
批
判
さ

れ
た
賃
金
基
金
説
を
ミ
ル
が
し
り
ぞ
け
る
の
は
、
後
述
の
，
こ
と
く

一
八
六
九
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
賃
金
基
金
説
放
棄

の
下
地
は
で
き
て
い
た
。
労
働
組
合
に
対
す
る
ミ
ル
の
信
頼
感

の
高
ま
り
は
そ
の
現
れ
で
あ
り
、
『
経
済
学
原
理
』
の
第
五
版

（
一
八
六
二
年
）
に
お
い
て
は
、
「
ト
レ
イ
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
な
り
、

あ
る
い
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
団
体
行
動
な
り
を
、
本
質
的
に
、

ま
た
絶
対
的
に
よ
く
な
い
と
非
難
す
る
こ
と
」
が
大
き
な
誤
謬
と

さ
れ
、
「
ト
レ
イ
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
に
似
た
性
質
を
持
っ
た
労
働
者

達
の
組
合
は
、
自
由
な
労
働
市
場
に
対
す
。
る
妨
害
ど
こ
ろ
で
は
な

く
て
、
そ
の
よ
う
な
自
由
市
場
に
と
っ
て
不
可
欠
な
遣
具
で
あ
る

と
、
私
は
何
の
蹟
魔
も
な
く
語
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
故
に
、

ス
ト
ラ
イ
キ
と
ス
ト
ラ
イ
キ
を
可
能
と
す
る
ト
レ
イ
ド
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
と
は
…
－
現
在
の
社
会
機
構
の
有
害
な
一
都
分
で
は
な
く

し
て
、
逆
に
重
要
な
一
都
分
な
の
で
あ
る
。
L
と
の
叙
述
が
新
た

　
　
　
　
　
　
9
）

に
書
き
加
え
ら
れ
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
ま
っ
た
く
同
様
な
観
点

か
ら
、
同
様
杢
言
葉
を
用
い
て
、
労
働
組
合
の
国
民
経
済
的
意
義

を
述
べ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
引
用
が
示
す
通
り
で
あ

る
。
ま
た
、
ミ
ル
の
影
響
が
い
っ
そ
う
顕
著
に
現
れ
て
い
た
の
は
、

賃
金
基
金
説
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
イ
ギ
リ
ス

を
離
れ
る
頃
に
ち
ょ
う
ど
第
一
部
が
『
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

ビ
ュ
ー
』
誌
上
で
発
表
さ
れ
た
ミ
ル
の
論
文
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
賃
金
基
金
説
を
放
棄
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
故
に
、
「
全
ヨ
i
ロ
ッ
パ
に
一
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

セ
ン
セ
ー
シ
目
ン
を
巻
き
起
し
た
」
こ
の
ミ
ル
の
論
文
は
、
労
働

組
合
に
対
す
る
評
価
の
抜
本
的
な
修
正
へ
と
踏
み
切
る
に
あ
た
っ

て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
思
想
的
な
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。
彼
の
イ

ギ
リ
ス
で
の
最
初
の
研
究
活
動
の
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
『
現
代

の
労
働
者
ギ
ル
ド
』
の
中
で
、
賃
金
基
金
説
を
根
拠
に
労
働
組
合

無
用
論
を
説
く
古
典
派
経
済
学
者
に
対
す
る
批
判
の
言
葉
を
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

レ
ン
タ
i
ノ
は
ミ
ル
に
語
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
．

　
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
な
に
故
ミ
ル
を
「
熱
心

に
見
習
う
べ
き
模
範
」
と
考
え
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

「
経
験
の
中
か
ら
結
論
を
引
き
出
し
、
実
生
活
の
中
で
自
ら
の
要
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求
を
根
拠
づ
け
る
」
ス
ミ
ス
の
研
究
方
法
は
、
講
壇
社
会
主
義
者

　
宍
凹
亭
＆
o
易
富
邑
柔
實
の
そ
れ
と
共
通
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の

　
こ
と
を
理
由
と
し
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
「
正
真
正
銘
の
ア
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

　
ム
．
ス
、
・
、
ス
の
ひ
孫
」
を
自
称
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
古

典
派
経
済
学
か
ら
経
済
学
研
究
に
入
り
つ
つ
も
、
や
が
て
ブ
レ
ン

　
タ
ー
ノ
は
、
「
従
来
の
国
民
経
済
学
の
理
論
が
基
礎
と
す
る
諸
々

　
の
前
提
条
件
が
実
生
活
の
中
で
は
事
実
に
合
致
し
な
い
が
故
に
、

労
働
組
合
を
通
じ
て
初
め
て
従
来
の
国
民
経
済
学
の
理
論
中
の
あ

　
る
学
説
は
事
実
に
適
合
し
た
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
あ
る
要

求
も
本
当
に
実
行
可
能
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
」
を
、
確
信

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
賃
金
基
金
説
の
放
棄
に
よ

　
っ
て
古
典
派
経
済
学
の
労
働
組
含
無
用
論
を
し
り
ぞ
け
、
労
働
者

　
の
困
窮
と
不
満
の
解
消
と
い
う
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
る

ぺ
く
古
典
派
経
済
学
の
再
生
を
図
っ
て
い
た
ミ
ル
は
、
ま
さ
に

「
熱
心
に
見
習
う
べ
き
模
範
」
で
あ
る
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
は
思

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
確
か
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は

、
・
、
ル
と
「
共
通
の
道
」
を
歩
ん
で
い
た
。
両
者
の
間
に
「
努
カ
」

．
の
同
質
性
が
認
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
問
題
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
、
ミ
ル
を
模
範
と
仰
ぎ
っ
っ
も
、
ミ
ル
と
の
「
魂
」
の

同
質
性
ま
で
は
語
れ
な
い
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
考
え
て
い
た
の
は

な
ぜ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
答
は
、
以
下

に
叙
述
を
進
め
る
申
で
探
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
凡
庵
者
」
を
「
凡
庸
者
」
の
ま
ま
の
状
態
で
急

ぎ
救
済
し
よ
う
と
し
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
i
こ
の
点
は
、
一
般

犬
衆
を
「
凡
庸
者
の
集
団
」
8
豪
茎
さ
昌
＆
δ
邑
専
と
見
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蛆
）

し
っ
つ
も
、
そ
の
道
徳
的
な
進
歩
に
強
く
期
待
し
て
い
た
ミ
ル
と

は
異
な
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
が
－
－
㌧
そ
の
遺
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
次
の
三
点
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
労
働
者
大
衆
、

す
な
わ
ち
、
凡
庸
者
の
欲
求
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
作
用
が
共
通
の
利
害
を
有
す
る
労

働
者
全
体
に
及
ぴ
、
単
に
諸
個
人
の
領
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
三
に
、
労
働
者
の
状
態
を
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

の
特
性
に
お
い
て
改
善
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

「
凡
庸
者
」
と
し
て
、
「
共
通
の
利
害
を
有
す
る
」
労
働
者
と
し
て
、

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
た
の
は
、
主
に
熱
練
労

働
者
で
あ
っ
た
。
「
露
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
賃
金
を
や
っ
と
の
こ

と
で
稼
い
で
い
る
か
、
あ
る
い
は
“
そ
れ
す
ら
も
稼
ぐ
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些

ず
に
、
不
足
分
を
乞
食
を
し
て
補
っ
て
い
る
」
不
熟
練
労
働
者
は
、

そ
こ
で
は
前
面
に
出
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
「
現
代
の
労
働
者

ギ
ル
ド
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
も
、
あ
く
ま
で
も
熟

η2



（49）　ルーヨ・プレンターノと新組合主義

練
労
働
者
の
組
織
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
一
般
的

に
間
魑
と
さ
れ
て
い
た
労
働
組
合
と
は
、
熱
練
労
働
者
の
組
織
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
こ
れ
は
し
，
こ
く
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

大
多
数
の
産
業
に
お
い
て
、
不
熟
練
労
働
者
達
は
こ
れ
ら
の
組
織

か
ら
除
外
さ
れ
、
労
働
運
動
へ
の
参
加
も
妨
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら

　
　
＾
1
6
）

で
あ
る
。

　
労
働
組
合
の
積
極
的
な
擁
護
者
に
転
じ
た
と
き
の
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
に
と
っ
て
、
不
熟
練
労
働
者
と
は
、
熟
練
労
働
者
の
組
織
の
存

立
を
危
う
く
さ
せ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
人
口
抑
制
ー

マ
ル
サ
ス
の
正
し
さ
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
認
め
て
い
た
1
の
た

め
に
不
可
欠
な
自
制
の
義
務
感
と
禁
欲
と
を
、
熟
練
労
働
者
が
労

働
組
合
を
通
じ
て
学
ん
で
も
、
そ
の
努
カ
は
無
益
と
化
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
熟
練
労
働
者
と
は
「
境
遇
も

教
養
も
ま
っ
た
く
異
な
る
」
不
熟
練
労
働
者
は
、
マ
ル
サ
ス
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

求
と
は
「
正
反
対
の
行
動
」
を
と
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
熟

練
労
働
者
に
は
「
実
践
的
で
健
全
な
る
人
間
理
性
」
が
認
め
ら
れ
、

彼
ら
は
「
財
産
、
婚
姻
、
そ
し
て
社
会
全
体
の
革
命
を
目
指
し
た

理
論
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
な
い
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
考
え
た
。

し
た
が
づ
て
、
熟
練
労
働
者
の
維
持
に
努
め
る
労
働
組
合
の
活
動

は
、
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
主
義
的
な
平
均
化
に
対
す
る
最
強
の
敵
」

な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
不
熱
練
労
働
者
階
級
か
ら
は
、

「
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
や
同
様
の
運
動
」
に
参
加
す
る
者
が
出
て
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
〕

る
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
現
代
の
労
働
者
ギ
ル
ド
』
を
ま
と
め
た
と
き
に
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
は
、
熟
練
労
働
者
と
不
熱
練
労
働
者
と
の
利
害
の
対
立
を
見
過

し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
題
に
対
処
す
る

に
あ
た
っ
て
彼
が
主
眼
を
置
い
た
の
は
、
熱
練
労
働
者
の
組
織
を

未
組
織
の
不
熟
練
労
働
者
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
格
証
明

に
よ
る
組
合
員
制
限
を
、
「
非
賢
者
の
行
動
に
対
す
る
、
賢
者
に
と

　
　
　
　
　
　
　
＾
望

っ
て
不
可
欠
な
保
護
」
と
し
て
彼
が
認
め
た
の
は
、
そ
の
一
例
で

あ
る
。
「
お
よ
そ
優
秀
な
る
階
級
の
存
在
し
て
い
る
と
こ
ヶ
で
は
、

そ
の
国
の
道
徳
の
犬
部
分
は
、
優
秀
な
る
階
級
の
階
級
的
利
益
、

お
よ
ぴ
階
級
的
優
越
感
か
ら
発
生
す
る
」
こ
と
を
ミ
ル
か
ら
学
ん

で
い
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
熱
練
労
働
者
が
有
す
る
、
「
階
級
全

体
に
対
す
る
道
徳
的
義
務
感
」
に
訴
え
る
こ
と
の
必
要
性
も
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

る
ほ
ど
、
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
、
や
は

り
熟
練
労
働
者
と
不
熟
練
労
働
者
と
の
利
害
の
対
立
に
注
目
し
、

特
権
的
地
位
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
の
で
は
な
く
て
、
不
熟
練
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
＾
2
1
）

の
立
場
を
も
理
解
す
る
こ
と
を
熱
練
労
働
者
に
求
め
た
ミ
ル
と
同
．

様
の
考
え
を
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ

773
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が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
つ
つ
も
、
ブ
レ
ン
タ
i
ノ
は
や
は
り
熟
練

労
働
者
の
立
場
に
立
脚
し
て
い
た
。
さ
ら
に
例
を
あ
げ
る
な
ら
ぱ
、

不
熟
練
労
働
者
独
自
の
活
動
の
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
前
述
の
，
こ
と
く
、
熱
練
労
働
者
と
不
熟
練
労
働

者
と
の
対
立
が
や
が
て
は
決
定
的
な
段
階
を
迎
え
、
後
者
が
独
自

の
活
動
に
走
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

だ
が
、
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
緊
急
の
問
題
と
し
て

現
実
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
不
熟
練
労
働
者
独
自
の
活
動
を
考

え
つ
つ
も
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
彼
が
特
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

が
な
か
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
熟
練
労
働

者
の
問
題
は
、
『
現
代
の
労
働
者
ギ
ル
ド
』
を
ま
と
め
た
と
き
の

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
将
来
の
間
題
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
■
．
ω
冒
巨
豊
9
冒
o
＞
｝
o
岸
o
『
o
月
－
巨
昌
忌
H
o
晶
昌
尋
胃
F

　
田
o
．
ポ
N
胃
o
鶉
o
巨
o
巨
o
o
0
H
g
o
司
茅
多
彗
Ω
o
幸
o
冬
く
雪
宙
オ
9

　
5
号
・
耐
H
O
．
N
ポ
ω
」
お
『
現
代
労
働
組
合
論
』
、
島
崎
晴
載
・
西
岡

　
幸
泰
訳
、
上
巻
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
史
、
日
本
労
働
協
会
、
一
九

　
八
五
年
、
V
員
。
（
た
だ
し
訳
文
は
筆
者
が
改
訳
。
他
の
訳
書
に
つ

　
い
て
も
、
以
下
い
ち
い
ち
こ
の
点
を
断
ら
な
い
。
）
　
．

（
2
）
く
晒
－
一
9
竃
3
一
ω
．
H
〆
邦
訳
書
、
V
員
、
■
・
里
雪
“
昌
9

　
峯
①
錺
■
耐
σ
o
p
ω
1
卓
o
．

（
3
）
く
o
〇
一
．
■
．
卑
昌
冨
昌
一
冒
而
ξ
置
雪
o
口
旨
雪
一
｝
o
．
♪
ω
1
宅

　
目
目
o
ω
H
o
o
声

（
4
）
　
＜
撃
9
竃
o
や
ω
。
ω
S
輿
な
お
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
プ

　
レ
ン
タ
ー
ノ
が
協
同
組
合
活
動
の
社
会
改
良
的
意
義
を
認
め
な
か
っ

　
た
こ
と
は
、
協
同
組
合
活
動
を
社
会
変
革
の
中
核
に
す
え
て
い
た
ミ

　
ル
と
異
な
る
点
で
あ
っ
た
。
o
け
言
罫
ω
g
胃
け
峯
旨
一
、
ミ
§
書
“
§

　
ミ
ま
§
ξ
良
向
s
§
§
k
ミ
§
吻
o
§
雨
県
掌
雨
寺
㌧
、
、
ミ
§
ぎ
§
肋

　
δ
吻
§
ミ
、
ミ
O
き
意
S
田
O
O
岸
冥
L
自
旨
竃
8
0
｛
9
命
｝
旨
・

　
胴
冨
鶉
o
｛
ω
8
守
々
o
目
｝
昌
o
目
o
ま
冒
竃
μ
皇
g
ユ
g
ま
昌
一
〇
g
－

　
、
§
“
ミ
§
喜
帖
呉
㌧
§
詩
吻
§
ミ
、
ミ
§
一
く
0
F
月
d
目
才
胃
乱
｛

　
o
｛
↓
冒
昌
8
｝
冨
覇
一
筍
a
一
宅
勺
．
ミ
舳
戸
『
経
済
学
原
理
』
、
（
四
）
、

　
末
永
茂
喜
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
年
、
一
五
三
員
以
下
。
こ
の

　
よ
う
な
見
解
の
対
立
は
・
後
述
の
ご
と
く
、
「
凡
腐
者
」
の
適
徳
的

　
進
歩
に
対
す
る
ブ
レ
ン
タ
ー
■
と
ミ
ル
両
者
の
見
解
の
相
違
に
起
因

　
す
る
。

（
5
）
　
く
o
ロ
ー
一
■
一
田
冨
自
“
p
口
9
　
U
げ
　
＞
『
茅
－
ε
お
－
o
ω
P
　
｝
P
　
ポ
　
ω
一

　
＜
－
＝
’
邦
訳
書
、
w
－
w
員
、
冒
o
ξ
一
〕
ω
箒
o
轟
昌
ま
目
一
｝
o
．
“

　
ω
一
N
一
自
目
ρ
山
N
血
－

（
6
）
＜
o
司
－
．
■
卑
o
津
嘗
9
冒
o
ξ
ま
ま
魯
5
竃
一
ω
P
“
ω
．
～
α
．

（
7
）
　
Ω
．
－
ω
．
旨
昌
一
、
ミ
§
意
“
雨
吻
ミ
き
、
ミ
§
、
向
8
§
ミ
一

　
■
o
o
斥
＜
一
〇
目
片
旨
o
　
－
目
φ
自
o
目
8
o
｛
O
o
く
胃
目
目
o
9
－
O
o
ミ
§
ミ
～

　
§
喜
吻
｛
㌧
o
“
ミ
ω
§
ミ
“
ミ
§
一
く
o
－
．
■
一
〇
己
毒
『
巴
｛
o
｛

　
↓
o
昌
算
o
埠
①
轟
6
a
一
電
．
8
～
戸
『
経
済
学
原
理
』
、
末
永
茂
喜

　
訳
、
（
五
）
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
、
二
七
六
－
二
七
八
員
。
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（
8
）
－
1
ψ
彗
二
一
旨
9
算
昌
o
目
5
ざ
昌
曽
o
豪
O
巨
目
μ

　
市
胃
“
一
一
三
、
ミ
§
膏
ミ
ミ
勾
§
｛
§
一
目
．
餉
ー
く
（
峯
曽
き
富
s
）
一

　
電
二
8
ム
員
霊
ユ
目
二
賞
－
｝
ミ
（
』
昌
9
轟
s
）
一
、
や
亀
o
－

　
ぎ
o
、
現
在
で
は
、
9
§
ミ
＆
書
喜
｝
♀
言
ぎ
吻
ミ
富
ミ
ミ
§
一

　
く
o
－
．
メ
向
眈
轟
竜
冒
向
8
昌
昌
－
o
吻
嘗
μ
ω
o
g
g
き
ζ
邑
き
冨
津
｝

　
o
｛
H
o
冒
臣
o
吊
昌
鶉
H
ま
“
o
勺
．
a
ω
－
象
o
o
．

（
9
）
ρ
≠
葦
昌
鼻
皇
o
内
豊
－
＆
婁
o
・
邑
津
昌
一
ω
．
ミ
．

（
1
0
）
　
＜
o
膏
－
．
■
．
困
篶
目
冨
■
9
］
）
－
o
＞
ま
価
岸
智
o
目
＝
宗
P
｝
o
l
♪
ω
1

　
N
0
N
申
な
お
、
W
・
パ
ー
リ
ッ
ヒ
は
「
社
会
政
策
家
と
し
て
の
ル
ー

　
ヨ
・
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
」
O
ミ
雪
目
亀
団
彗
－
O
戸
■
旦
O
■
『
①
目
9
目
O
巴
蜆

　
ω
o
N
邑
君
冒
岸
宰
一
皇
咀
叩
■
一
田
o
；
目
H
8
9
未
見
）
の
中
で
、
ミ
ル

　
の
賃
金
塞
金
説
に
関
す
る
上
掲
の
論
文
を
読
ん
で
初
め
て
、
プ
レ
ン

　
タ
ー
ノ
が
労
働
組
合
を
受
容
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し

　
て
い
た
o
O
｛
一
－
閏
目
o
蜆
－
一
ω
＝
血
o
ゴ
雪
P
§
冊
O
S
ミ
ミ
ミ
ト
ミ
す

　
b
ミ
ミ
§
ミ
」
9
s
母
ミ
ト
き
ミ
s
奏
§
§
軋
い
s
｝
ミ
亀
さ
、
§

　
｝
ミ
喜
軸
、
｝
S
，
O
軸
、
§
S
S
k
－
O
ブ
げ
凹
o
q
o
串
目
O
■
O
目
O
o
目
H
Φ
ひ
9
0
■
｝
①
一

（
u
）
　
畜
－
．
－
ω
富
津
竃
9
　
≧
〕
黒
『
害
8
　
目
目
o
　
『
墨
雰
庄
蜆
o
冨

　
く
o
－
雰
ま
津
冨
L
三
N
＆
駐
争
『
奉
q
窪
肉
彗
笹
ざ
匡
昌
軍
o
冒
室
蜆
g
昌

　
㎝
豆
ま
蜆
弐
害
旨
o
自
ω
胃
o
曽
畠
一
固
p
H
ポ
一
〇
〇
s
一
ω
．
ω
o
o
㍑
一

（
1
2
）
　
く
明
F
■
．
■
旨
9
竃
9
冒
o
ξ
σ
o
ま
お
自
ρ
竃
一
5
P
心
一
ω
．

　
8
0
一

（
1
3
）
　
O
－
－
ω
■
胃
－
ポ
◎
s
　
卜
｝
守
㎞
ミ
k
1
司
o
目
o
冒
自
｛
目
　
O
－
閏
m
巴
o
9
　
一
〇
〇
〇
9

　
弓
甲
H
8
戸
『
自
由
論
』
、
塩
尻
公
明
・
木
村
健
康
訳
、
岩
波
文
庫
、

　
一
九
七
一
年
、
二
三
二
－
二
二
四
頁
、
、
ミ
§
膏
、
婁
ミ
ま
ミ
ざ
ミ

　
専
§
o
§
s
ω
o
鼻
－
メ
？
N
寒
一
邦
訳
書
、
一
二
四
員
。

（
叫
）
　
畜
－
．
■
．
団
冨
巨
竃
9
冒
蜆
＞
『
g
岸
智
o
q
－
巨
昌
一
｝
p
“
ω
．

　
い
N
N
一

（
∬
）
　
目
〕
o
邑
p
ω
L
N
N
一

（
1
6
）
　
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
『
現
代
の
労
働
者
ギ
ル
ド
』
に
お
い
て
、
不

　
熟
練
労
働
者
の
問
題
に
多
く
の
紙
幅
を
さ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
当

　
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
不
熱
練
労
働
者
の
労
働
運
動
へ
の
参
加
が
ま

　
だ
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

　
高
橋
克
嘉
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一
九
世
紀
末
に
熟
練
構

　
造
の
変
動
が
生
じ
、
低
熱
練
労
働
者
の
増
大
が
見
ら
れ
る
ま
で
、
イ

　
ギ
リ
ス
の
大
多
数
の
産
業
で
は
、
「
労
働
者
階
級
内
で
ヒ
エ
ラ
ル
キ

　
ー
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
不
熟
練
労
働
者
の
労
働
条
件
を
押
し

　
さ
げ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に
お
け
る
階
級
意
識
の
成
立
、

　
労
働
運
動
へ
の
参
加
を
妨
げ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
高
橋
克
嘉

　
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
主
義
の
研
究
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
、

　
一
一
二
、
　
一
一
七
貫
。

（
〃
）
　
＜
o
o
H
．
－
｝
冨
算
竃
9
皇
o
＞
ま
o
岸
彗
o
司
－
巨
昌
一
田
o
．
“
ω
．

　
ミ
N
｛
一
自
自
〇
一
〇
〇
㎞
．

（
1
8
）
　
く
o
o
－
．
〇
一
〕
竃
3
一
ω
．
3
■
邑
ω
ω
N
．

（
1
9
）
　
国
〕
實
3
一
〇
〇
．
轟
ゲ

（
2
0
）
　
益
F
　
o
σ
o
目
o
P
　
ω
．
H
N
ω
　
自
■
｛
　
H
o
o
｝
．
O
｛
1
－
－
　
ω
．
崔
自
一
　
〇
ミ

　
ト
き
ミ
ミ
一
や
α
仰
邦
訳
書
、
　
一
八
－
一
九
頁
。

（
2
1
）
　
O
い
　
－
．
ω
．
　
買
－
＝
一
　
、
ミ
s
9
、
箒
｝
　
ミ
　
ぎ
ミ
、
o
亀
、
　
向
o
o
s
o
§
、
’

　
団
8
岸
H
‘
甲
s
9
邦
訳
書
、
　
一
九
八
員
。
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（
2
2
）

　
山
N
0
0
一

＜
晒
－
．
－

司
富
自
“
胃
目
o
－
U
ざ

＞
｝
o
ネ
睾
阻
E
昌
一
ω
p

二
　
新
組
合
主
義
と
社
会
の
進
歩

b
0
一
ω
－

　
労
働
者
自
助
に
よ
る
社
会
改
良
を
目
指
し
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の

構
想
に
、
一
八
八
○
年
代
末
期
に
な
る
と
動
揺
が
－
た
だ
し
、

先
に
注
記
し
た
よ
う
に
、
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が

1
見
ら
れ
た
。
「
工
業
制
度
の
新
秩
序
〔
H
労
使
双
方
の
組
織

に
支
え
ら
れ
た
労
使
協
調
体
制
〕
を
確
立
す
る
前
に
経
験
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
国
内
平
和
を
乱
し
、
そ
の
結
果
、
対
外
的
な
強

さ
を
も
動
揺
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
〔
労
使
〕
紛
争
に
、
〔
ド
イ

ツ
や
中
欧
諸
国
は
〕
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
落
ち
着
き
払
っ
て
耐
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
考
え
る

　
　
　
　
＾
1
）

よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
地
理
的
に
も
政
治
的
に
も
イ
ギ

リ
ス
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
状
態
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の

国
々
で
は
、
国
外
に
対
し
て
国
家
全
体
が
強
く
あ
る
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
が
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
考
慮
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
か

ら
で
あ
っ
た
。
国
外
に
対
す
る
国
家
の
強
さ
を
脅
か
し
か
ね
な
い

国
内
紛
争
は
、
避
け
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
は
依
然
と
し
て
、
組
織
が
あ
れ
ぱ
、
後
述
す
る
団
結

の
保
守
化
作
用
に
よ
っ
て
国
内
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
て

い
た
。
だ
が
、
大
不
況
に
苦
し
み
、
世
界
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三

カ
的
地
位
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
、
労
使
紛

争
を
覚
悟
の
上
で
、
組
織
の
結
成
を
労
働
者
に
任
せ
る
だ
け
の
余

裕
は
な
い
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、

彼
は
労
使
紛
争
を
回
避
す
べ
く
、
新
秩
序
確
立
に
必
要
な
「
教
育

過
程
」
の
「
短
縮
」
を
考
え
、
国
家
の
手
に
す
べ
て
を
委
ね
よ
う

と
し
た
。
ま
さ
に
「
上
か
ら
の
組
織
」
こ
そ
、
短
縮
の
遣
で
あ
っ

＾
3
〕

た
。
だ
が
、
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
や
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
再
ぴ

こ
の
構
想
を
放
棄
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
「
こ
う
し
た
こ
と
．
〔
労
使
交
渉
を
通
じ
て
、
労
働
者
が
自
ら
の

働
く
工
業
の
経
済
的
な
存
立
条
件
を
知
る
に
い
た
っ
た
こ
と
ー

引
用
者
〕
が
、
工
業
の
最
も
発
達
し
て
い
る
国
〔
イ
ギ
リ
ス
〕
で
、

労
働
者
と
使
用
者
双
方
の
任
意
の
組
織
が
存
在
し
て
い
る
た
め
に

積
ま
れ
た
経
験
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
よ
う
な
組
織
が
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
答
は

た
っ
た
一
■
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
組
織
の
発
展
に
、

自
由
な
活
動
の
余
地
を
保
証
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

上
か
ら
下
へ
と
指
図
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
官
庁
の
事
務
手

続
き
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
労
働
組
合
や
使
用
者
団
体
は
、
生
ま

η6
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れ
た
と
き
に
は
既
に
死
ん
で
お
り
、
初
め
か
ら
い
か
な
る
有
益
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

．
活
動
も
行
え
な
い
運
命
に
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
L

　
　
一
八
九
〇
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
社
会
政
策
挙
会
く
雪
o
巨

　
簑
『
ω
o
o
邑
唱
－
ま
庁
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
会
に
お
い
て
、
ブ
レ
ン

　
タ
ー
ノ
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
三
年
前
に
唱

　
え
ら
れ
た
「
上
か
ら
の
組
織
」
が
、
死
産
の
運
命
に
あ
る
と
さ
れ

　
て
い
た
。
で
は
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
新
組
合
主
義
の
動
向
を
探
る
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
あ

　
っ
た
一
八
九
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
際
に
、
「
イ
ギ
リ
ス
が
経

　
験
し
、
今
も
な
お
被
っ
て
い
る
発
展
の
病
弊
〔
で
あ
る
労
使
紛

　
争
〕
を
回
避
し
た
上
で
、
．
イ
ギ
リ
ス
に
存
在
し
て
い
る
の
に
似
た

　
〔
労
働
者
〕
組
織
を
上
か
ら
下
へ
と
ど
の
よ
う
に
し
て
導
入
す
る

　
か
」
と
い
う
間
題
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
弟
子
の
W
・
ロ

　
ツ
ツ
と
議
論
を
重
ね
た
。
お
よ
そ
二
〇
年
前
に
は
、
い
ま
だ
漢
然

と
し
て
し
か
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
不
熟
練
労
働
者
の
問
題
が
、

今
や
現
実
の
問
題
と
し
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
目
の
前
に
現
れ
て
い

た
。
そ
の
結
果
、
「
〔
イ
ギ
リ
ス
の
〕
組
織
の
活
動
や
、
そ
れ
が
成

功
を
収
め
た
条
件
に
対
す
る
研
究
を
進
め
れ
ぱ
進
め
る
ほ
ど
、
ま

す
ま
す
あ
の
よ
う
な
〔
上
か
ら
の
組
織
と
い
う
〕
可
能
性
を
想
定

し
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
独
自
に
〔
労
働
者

の
〕
要
求
か
ら
育
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
組
織
に
は
、
期
待
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
大
き
な
機
能
〔
労
働
者
に
工
業
の
存
立
条
件
を
教

え
る
と
い
う
、
労
働
組
合
の
教
育
機
能
を
指
す
1
引
用
者
〕
を

果
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
L
を
、
ブ
レ
ン
タ
i
ノ
は
悟

　
＾
5
）っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
訪
問
が
、
再
ぴ
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
思
想
上
の
転

機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
団
結
は
保
守
化
作
用
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に

改
め
て
認
識
さ
せ
た
の
が
、
新
組
合
圭
義
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、

一
八
八
九
年
八
月
の
ロ
ン
ド
ン
港
湾
ス
ト
ラ
イ
キ
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
新
組
合
は
組
織
の
戦
闘
性
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。

J
．
パ
ー
ン
ズ
、
T
・
マ
ン
、
B
・
テ
ィ
レ
ヅ
ト
に
よ
っ
て
代
表

さ
れ
た
新
組
合
主
義
の
指
導
者
達
は
、
「
そ
の
多
く
が
、
そ
れ
に

先
立
つ
社
会
主
義
復
興
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

シ
冒
ン
を
引
き
出
し
て
い
た
。
」
だ
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
新
組

合
主
義
の
社
会
主
義
的
傾
向
を
、
一
過
性
の
も
の
と
見
な
し
て
い

た
。
自
ら
の
組
織
の
維
持
の
た
め
に
、
組
織
の
封
鎖
、
す
な
わ
ち
、

組
合
員
の
制
隈
を
図
る
必
要
に
不
熟
練
労
働
者
が
迫
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
7
〕

こ
と
に
、
彼
は
注
目
し
た
。
熱
練
労
働
者
組
織
の
排
他
性
を
非
難

し
て
い
た
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
も
、
組
織
を
守
る
た
め
に
は
旧

組
合
と
同
じ
道
を
た
ど
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
組
織

7η
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の
排
他
性
は
社
会
民
主
主
義
的
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

組
織
化
に
乗
り
出
し
た
不
熟
練
労
働
者
は
、
実
際
に
は
「
社
会
民

主
主
義
の
精
神
」
に
は
貫
徹
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

は
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
か
つ
て
「
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
や
同
様

の
運
動
」
に
携
わ
る
者
を
生
み
出
し
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
た
不

熟
練
労
働
者
階
級
の
指
導
者
は
、
「
盲
目
的
愛
国
者
」
』
昌
O
q
O
で

あ
る
と
語
る
こ
と
さ
え
、
今
や
ブ
レ
ン
タ
ー
．
ノ
は
た
め
ら
わ
な
か

　
　
　
　
＾
9
）

っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
「
革
命
的
な
志
向
を
抱
い
て
い
る

者
に
、
時
局
の
具
体
的
な
使
命
に
実
際
的
に
協
カ
す
る
こ
と
を
許

す
な
ら
ぱ
、
そ
の
革
命
的
な
志
向
も
ま
っ
た
く
保
守
化
す
る
で
あ

＾
m
）

ろ
う
」
と
い
う
彼
の
『
現
代
の
労
働
者
ギ
ル
ド
』
以
来
の
信
念
は
、

新
組
合
主
義
に
直
面
し
て
、
い
っ
そ
う
確
固
た
る
も
の
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
時
間
的
な
遅
れ
こ
そ
あ
れ
、
ド
イ
ツ
の
労
働
組
合
も
や
が
て
は

イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
同
じ
遣
を
歩
ん
で
行
く
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
よ
う
な
思
い
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
抱
か
せ
た
の
も
、
や
は
り
新

組
合
主
義
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
新
組
合
の
誕
生
は
単
に
イ

ギ
リ
ス
に
特
殊
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
社
会
進
歩
の

あ
り
方
－
そ
れ
は
必
ず
し
も
理
路
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
ー
を
示
す
、
普
遍
的
な
「
最
新
の
証
明
資
料
」
で
あ
る

と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
は
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
…
…
歴
史
研
究
か
ら
私
は
、
〔
あ
る
階
級
の
〕
全
員
が
押
し
下

げ
ら
れ
て
今
よ
り
下
の
階
級
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

世
界
史
上
か
つ
て
一
度
た
り
と
て
な
く
、
我
々
全
体
の
よ
り
良
き

状
態
へ
の
進
歩
と
は
、
社
会
の
階
層
、
こ
と
の
高
揚
が
起
る
と
い
う

形
で
常
に
発
生
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
す
。
ま
ず
最
初
に
よ
り

高
い
段
階
へ
と
到
達
す
る
の
は
い
つ
も
、
最
も
低
い
と
こ
ろ
に
い

る
一
階
．
層
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
よ
り
高

い
段
階
に
到
達
す
る
や
い
な
や
、
こ
の
高
揚
に
取
り
残
さ
れ
た
者

に
対
し
て
、
同
じ
問
題
が
生
ず
る
の
で
す
。
新
た
な
分
化
を
基
盤

に
し
て
高
揚
が
新
し
く
始
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
さ
ら
に
続
い

て
い
く
の
で
す
。
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
こ
そ
、
よ
り
良

き
状
態
へ
の
発
展
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
て
の
、
最
新
の
証
明
資
料
な
の
で
す
。
」

　
階
級
「
分
化
」
を
通
じ
て
社
会
は
「
進
歩
」
す
る
。
そ
し
て
ま

た
、
ひ
と
た
び
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
者
に
対
し
て
も
高
揚
の

道
は
残
さ
れ
て
お
り
、
社
会
の
進
歩
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。

不
熱
練
労
働
者
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
「
最
も
貧
し
く
、
最
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
た
者
」
が
労
働
組
合
の
結
成
に
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
社
会
の
永
続
的
な
進
歩
へ
の
展
望

877
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を
抱
か
せ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
今
や
自
信
を
も

う
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
の
で
あ
っ
た
。
「
イ
ギ
リ
ス
と
わ
が
国

と
で
は
、
〔
労
働
組
合
に
関
し
て
〕
事
態
の
進
展
が
異
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
＾
1
3
）

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
。

　
社
会
進
歩
に
対
す
る
、
あ
る
意
味
で
は
楽
観
的
と
も
呼
ぺ
る
こ

の
よ
う
な
展
望
を
抱
い
た
と
き
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
社
会
ダ
ー
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

イ
ン
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
社
会
藷
．

階
級
の
規
則
的
な
上
昇
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
新
し
い
生
命
カ

に
よ
る
若
返
り
」
の
た
め
に
、
民
族
の
国
内
外
に
お
け
る
枯
渇
が

防
が
れ
、
そ
の
高
揚
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い

た
の
も
、
新
組
合
主
義
に
出
会
っ
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
月
日
の
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
正
〕

て
い
な
い
頃
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
が
労
働
組

合
の
発
展
に
あ
た
っ
て
「
闘
争
の
教
育
効
果
」
を
信
じ
て
い
た
こ

と
も
、
や
は
り
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
「
闘
争
」
、
す
な
わ
ち
、

労
使
紛
争
は
、
労
働
組
合
の
発
展
に
と
も
な
う
「
病
弊
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
闘
争
」
を
通
じ
て
こ
そ
、
「
よ
り
良
き
状

態
」
－
そ
れ
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
し
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
1
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
〕

の
発
展
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
組
織
に
よ
る
闘
争
を
通
じ

て
の
進
歩
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
G
・
v
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
H
ゲ
ー

ヴ
ァ
ニ
ヅ
ツ
が
的
確
に
も
述
ぺ
て
い
た
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

は
新
組
合
主
義
を
、
「
革
命
に
で
は
な
く
て
進
歩
に
、
革
命
に
で

は
な
く
て
組
織
に
、
未
来
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
証
明
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
一
八
八
O
年
代
末
期
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、

国
外
に
対
す
る
国
家
の
強
さ
を
脅
か
す
労
使
紛
争
を
固
避
す
べ
く
、

労
働
関
係
規
制
の
手
を
国
家
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
た
。
政
治
的

な
統
一
を
達
成
し
、
島
国
と
い
う
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ
た
イ

ギ
リ
ス
と
比
べ
れ
ぱ
、
中
欧
に
位
置
す
る
ド
イ
ツ
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
ず
っ
と
厳
し
い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
国
内

の
政
治
間
題
を
自
由
な
展
開
に
任
せ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ね
ぱ
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
自
ら
の
思
想
信
条
と
の
摩
擦
を

生
じ
た
が
た
め
に
す
ぐ
に
し
り
ぞ
け
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
一

八
七
〇
年
代
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
や
は
り
「
上
か
ら
の
組
織
」
を

考
え
た
際
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
。
は
異
な
る
ド
イ
ツ
の
「
特
性
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

史
、
な
ら
ぴ
に
政
治
一
般
」
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
い
ず

れ
の
場
合
に
も
、
世
界
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
家
の
権
カ
的
地
位
が

さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
る
こ
と
に
か
け
ら
れ
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

の
強
い
願
望
が
、
強
く
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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一
八
九
〇
年
代
に
入
る
や
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
目
の
前
に
は
社
会

進
歩
へ
の
展
望
が
開
け
だ
し
た
。
大
不
況
は
去
り
、
か
つ
て
彼
が

抱
い
て
い
た
ド
イ
ツ
経
済
の
先
行
き
へ
の
悲
観
的
な
見
通
し
も
一

　
　
　
壷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

掃
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
家
父
長
主
義
的
見
地
に
立
脚
し
、
労

働
者
問
題
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
、
「
近
代
労

働
者
の
独
立
を
目
指
す
努
カ
」
に
ま
っ
た
く
無
理
解
で
あ
っ
た
帝

国
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
も
、
や
は
り
一
八
九
〇
年
に
失
脚
し
て
い
た
。

自
ら
の
追
求
し
て
い
た
社
会
政
策
の
最
大
の
敵
が
去
っ
た
こ
と
で
、

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
解
放
感
を
味
わ
っ
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
と
と
も
に

社
会
主
義
者
鎮
圧
法
ω
富
邑
廿
富
品
鶉
①
s
が
廃
棄
さ
れ
て
初
め

て
、
「
ド
イ
ツ
の
労
働
組
合
も
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
同
じ
発
展
を

た
ど
る
こ
と
」
を
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
「
期
待
」
す
る
こ
と
が
で

　
＾
2
0
）

き
た
。
他
方
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
不
熟
練
労
働
者
の
組
織

化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
の
発
展
に
も
新
し
い
展
望

が
開
け
て
い
た
。
国
カ
の
源
泉
止
思
わ
れ
た
、
社
会
平
和
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
今
や
新
し
い
時
代
の
到
来
を

感
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
自
信
を
持
っ
て
語
る
こ
と
が

で
き
た
。
「
こ
の
よ
う
な
〔
労
使
紛
争
と
い
う
〕
発
展
の
病
弊
を

平
然
と
し
て
見
す
ご
す
こ
と
の
で
き
る
政
席
が
ど
こ
か
に
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聖

す
れ
ぜ
、
そ
れ
は
我
が
政
府
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
」

と
。
逆
に
ま
た
、
労
働
協
約
に
支
え
ら
れ
た
労
使
協
調
体
制
実
現

へ
の
、
す
な
わ
ち
、
社
会
平
和
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
国
内
に
対
し
て
も
国
外
に
対
し
て
も
、
最
強
の
政
府
を
有
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
」
へ
の
誇
り
を
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
持
つ
こ
と

　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
も
は
や
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
ド
イ
ツ

国
家
と
は
、
国
内
の
労
使
紛
争
に
よ
っ
て
そ
の
権
カ
的
地
位
を
脅

か
さ
れ
る
よ
う
な
不
安
定
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、

労
働
組
合
の
発
展
は
労
働
者
の
手
に
委
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
、

「
上
か
ら
の
組
織
」
も
必
要
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
r
｝
冒
9
彗
9
皇
o
σ
轟
穿
げ
す
庄
o
口
庁
o
≧
a
易
－
…
o
旨
董
－

　
　
H
巨
冒
－
く
宰
巴
g
o
昌
目
o
q
一
ω
．
む
．

　
（
2
）
く
。
筥
F
－
卑
昌
ざ
員
享
宰
夢
O
・
豊
9
竃
ま
・
ぎ
自
爵
實

　
8
o
邑
昌
　
老
o
亭
一
ヨ
目
　
団
o
岸
『
晶
昌
『
　
峯
o
｛
5
－
o
o
目
ポ
　
註
『

　
く
o
豪
岨
三
『
艘
叩
g
凹
芦
＜
昌
ξ
芭
岬
o
q
o
ぎ
睾
竃
げ
乱
昌
＞
鼻
ユ
g
o
鶉

　
■
多
量
巨
竃
目
o
g
d
昌
ぎ
易
一
華
■
吾
晶
里
昌
睾
吉
昌
H
。
。
。
。
旧
一

　
N
’
目
目
く
雪
叫
目
O
宰
庁
＞
自
由
＝
■
O
号
江
O
目
畠
O
O
“
ω
．
く
申

（
3
）
く
。
口
一
・
－
卑
彗
訂
昌
一
U
庁
訂
き
眈
葦
品
汗
≧
薄
蜆
－
冒
o

　
冒
く
巴
巨
昌
・
く
o
畠
－
g
o
；
目
o
q
一
ω
一
む
申

（
4
）
撃
巨
津
昌
3
蜆
ま
邑
冨
｛
口
・
ω
8
邑
旦
ま
打
目
P
ミ

　
く
o
ま
竃
昌
昌
胴
昌
o
睾
凹
昌
心
α
－
冒
｛
睾
ω
o
黒
實
σ
害
富
8
巨

　
軍
竃
窯
昌
庁
p
澤
き
o
o
g
巴
庁
而
目
昌
Ω
o
罵
量
写
g
墨
昌
巨
冒
o
百
o
窃

　
＜
§
一
冨
享
ω
8
邑
君
－
け
寿
夢
雪
寒
黒
｝
o
冒
3
・
5
目
最
叩
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昌
o
巨
o
8
邑
■
昌
o
目
旨
吊
冨
ら
竃
目
目
μ
夢
宰
＞
ま
o
岸
器
－
冨
8
－
－
自
目
－

　
○
目
竃
冒
ρ
昌
o
句
冒
亭
昌
o
昌
的
o
鶉
＞
『
訂
津
署
g
旨
晶
9
■
9
宅
N
樹

　
－
o
o
o
◎
一
ω
一
s
N
一

（
5
）
益
F
9
昌
S
一
ω
」
婁

（
6
）
　
都
築
忠
七
「
一
八
八
九
年
の
人
々
1
新
組
合
主
義
か
ら
サ
ン

　
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
ヘ
ー
」
、
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
主
義
思
想
史
』
、
都
築

　
忠
七
編
、
三
省
堂
、
一
九
八
六
年
、
九
一
頁
。

（
7
）
　
雇
用
者
側
の
巻
き
返
し
に
よ
っ
て
、
一
八
九
〇
年
代
の
初
頭
に

　
は
、
新
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術
が
失
敗
す
る
例
が
見
ら
れ
、
そ
の

　
頃
に
な
る
と
既
に
新
組
合
は
、
「
既
存
の
組
合
運
動
の
型
を
と
る
方

　
面
に
発
展
し
っ
っ
あ
ウ
た
。
」
匡
O
昌
｝
市
O
冒
轟
一
』
曇
急
O
ミ
ミ

　
b
、
§
§
ミ
ミ
雨
q
ミ
§
ぎ
き
H
テ
」
a
向
昌
巨
昌
一
5
目
o
o
目
芭
目
o

　
団
富
－
品
g
o
ぎ
H
ミ
9
や
遣
一
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
運
動
史
』
、
新

　
版
、
犬
前
朔
郎
・
大
前
真
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
　
一
九
八
二
年
、

　
一
一
四
員
。

（
8
）
畜
F
零
艮
■
旦
o
卑
o
津
臼
昌
蜆
竃
（
一
〇
艘
胃
ρ
く
昌
ω
o
巨
－
－

　
篶
6
豊
さ
冨
｛
貝
o
．
U
’
■
芹
σ
o
ご
Ω
宰
旨
胃
ρ
く
昌
ω
g
邑
霊
－

○
霊
き
冒
一
頁
N
目
昌
皿
8
邑
竃
卑
藍
。
貝
嚢
冨
∪
腎
㎜
匡
一
冒
。
目

　
邑
胃
蜆
o
o
邑
君
睾
ぎ
5
目
向
巨
讐
…
o
日
旦
鶉
昌
管
邑
・
昌
く
o
澤
o
蜆

　
一
旨
罵
自
竃
筈
鼻
昌
－
き
｝
昌
ま
貝
｝
P
“
宗
甘
じ
O
・
畠
8
一
ω
ー

　
ミ
o
～
－
ω
冨
葦
彗
9
峯
o
旨
■
o
σ
g
一
ω
一
－
寓
一

（
9
）
こ
の
不
熟
練
労
働
者
階
級
の
指
導
着
と
は
、
J
・
パ
ー
ン
ズ
の

　
こ
と
で
あ
る
。
＜
o
竈
一
－
■
．
d
冨
自
冨
自
9
旨
色
目
■
o
σ
o
p
ω
一
ご
o
o
’

（
1
0
）
　
ω
o
巨
豪
昌
ま
叩
く
o
邑
旨
旨
・
ω
9
邑
電
葦
冒
｝
o
．
ξ
一
ρ

　
旨
o
o
－

（
1
1
）
　
向
訂
邑
P
ω
．
ミ
〇
一

（
1
2
）
　
Ω
一
く
一
ω
o
匡
己
N
o
－
Ω
凹
o
く
o
『
冒
岸
“
害
巴
一
〇
’
ω
一
企
o
o
餉
■

（
1
3
）
ω
o
巨
豪
目
O
蕩
＜
呂
＆
冨
｛
饒
『
ω
8
邑
零
葦
景
田
P
ミ
一
ω
．

　
旨
戸

（
1
4
）
　
無
諭
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
に
全
面
的
に
依
拠

　
し
て
社
会
進
歩
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ぱ
・
彼
は
階

　
級
分
化
に
際
し
て
自
然
淘
汰
1
1
適
者
生
存
を
考
え
な
か
っ
た
。
ブ
レ

　
ン
タ
ー
ノ
に
お
い
て
は
、
階
級
分
化
の
過
程
が
そ
の
ま
ま
進
歩
に
つ

　
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
と

　
新
組
合
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
・
G
・
S
・
ジ
百
ー
ン
ズ
は
次
の

　
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
一
方
、
〔
回
ン
ド
ン
港
湾
ス
ト
ラ
イ
キ
を
〕

　
見
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
者
は
、
『
り
っ
ぱ
な
』
労
働
者
階
級
を
人
間

　
の
く
ず
か
ら
、
適
者
を
不
適
者
か
ら
分
け
る
、
自
由
労
務
者
の
雇
用

　
中
止
ρ
g
富
冨
＝
轟
ユ
o
目
に
む
け
た
手
段
と
し
て
、
主
に
こ
の
ス
ト

　
ラ
イ
キ
を
支
持
し
た
。
」
Ω
害
O
暮
望
＆
冒
弩
－
O
冨
9
0
S
“
§
包

　
卜
§
き
ミ
x
9
ミ
母
ぎ
き
“
弟
ミ
亀
ミ
§
§
書
｝
ミ
§
§
g
婁
寒
㎞

　
ぎ
§
§
ミ
§
吻
o
き
§
霊
品
巨
目
宙
8
雰
一
H
署
α
ら
．
s
N
．

（
∬
）
＜
寧
F
卑
彗
g
目
9
要
身
一
邑
…
。
目
冒
o
9
華
3
；
目
。
・
・

　
弄
昌
昌
＞
ま
睾
呂
胃
o
司
彗
｝
留
ま
o
p
　
ぎ
一
ξ
g
才
｛
旨
晒
o
N
邑
o

　
O
o
肋
o
甘
N
晒
o
σ
自
昌
胴
自
昌
O
ω
“
陣
竈
叩
ユ
庁
．
団
O
．
o
o
’
一
〇
〇
〇
μ
ω
■
－
ω
N
｛
．

（
1
6
）
く
。
・
F
ω
9
ユ
津
呂
象
叩
く
o
邑
目
蜆
葦
ω
8
邑
君
…
珂
室
．

　
ミ
一
ω
1
H
ミ
自
目
O
黒
O
O
申

（
〃
）
　
く
o
筥
－
Ω
一
く
．
ω
o
ブ
己
N
0
－
Ω
芭
o
く
o
『
昌
ネ
♪
苧
苧
O
’
ω
．
“
o
o
印

187



橋論叢第99巻第6号（58）

（
㎎
）
　
＜
o
目
－
．
■
．
■
『
呂
叶
彗
9
U
ざ
o
o
考
o
津
く
曾
9
冨
山
目
く
o
｝
堅
？

　
自
竃
昌
『
＞
ま
o
ま
o
司
畠
g
お
〇
一
〕
…
讐
ω
．
8
o
l

（
1
9
）
　
く
但
一
ω
9
－
ユ
津
o
自
　
旦
寓
　
く
宰
9
自
蜆
　
艘
『
　
ω
o
o
ポ
与
o
－
－
巨
亙
籟
P

　
企
“
ω
一
胃
〇
一
；
o
－
s
．

（
2
0
）
益
F
■
卑
昌
冨
員
茅
胃
ξ
9
一
け
邑
畠
邑
一
昌
。
官
呂
昌
o

　
司
o
ユ
暫
巨
自
目
o
目
ま
叩
＞
｝
o
津
署
耐
津
『
晶
9
　
ま
一
ω
o
巨
ユ
津
昌
o
o
蜆

　
＜
宰
色
畠
暮
『
ω
8
ポ
与
o
睾
－
打
団
p
含
一
＞
ユ
〕
9
冨
9
島
片
o
－
巨
轟
昌

　
昌
o
弓
o
ユ
巨
5
冒
o
目
ま
血
＞
H
g
岸
睾
o
『
雪
品
9
■
o
甘
■
樹
一
〇
〇
〇
9
ω
1

　
×
－
く
一
峯
色
自
■
血
σ
o
目
－
ω
一
ご
ひ
｝
1

（
2
1
）
　
ω
o
写
奉
昌
o
鶉
＜
智
乱
鶉
ま
『
o
o
8
ぎ
与
o
－
篶
－
ぎ
目
P
ミ
一
ω
‘

　
ご
o
．

（
2
2
）
　
＜
o
筥
H
．
9
昌
註
．

三
　
国
家
と
自
由
－
結
ぴ
に
か
え
て
－

　
労
使
紛
争
を
通
じ
て
労
働
者
は
自
己
の
工
業
の
存
立
条
件
を
知

る
。
そ
の
結
果
、
労
働
協
約
の
満
足
の
い
く
秩
序
が
生
ま
れ
、
広

範
な
国
民
大
衆
の
、
ド
イ
ツ
の
国
民
文
化
の
総
体
な
ら
ぴ
に
政
治

体
と
の
和
解
が
な
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
国
民
諸
カ
は
統
一
さ
れ
、

政
府
に
は
「
強
さ
」
が
与
え
ら
れ
る
。
新
組
合
主
義
に
直
面
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
）

い
た
一
八
九
〇
年
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
。

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
社
会
の
進
歩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
よ

り
良
き
状
態
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
に
と
っ
て
「
よ
り
良
き
状
態
」
と
は
、
労
働
者
階
級
の
階
級

的
な
上
昇
が
国
民
的
な
高
揚
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
国
民
総
体

の
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
カ
の
増
大
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
状

態
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
進
歩
が
、
最
終
的
に
は
国
家
の
発
展
へ

と
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
自
ら
の
持
つ
資
質
と
能
カ
の
完
全
な
る
展
開
」
と
い
う
す
ぺ

て
の
人
間
に
と
っ
て
理
想
的
な
目
標
へ
の
接
近
は
、
そ
の
者
が

「
国
家
総
体
の
構
成
要
素
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
総
体
の
進
歩
せ

る
文
化
の
恩
恵
に
授
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
」
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
者
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
も
、
労
働
者
の
所

属
す
る
国
家
総
体
が
前
進
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
、
「
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

欠
の
前
提
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
八
八
七
年
に
「
上
か
ら
の

組
織
」
を
唱
え
た
と
き
の
、
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
考
え
で
あ
っ
た
。

他
方
、
全
体
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
繁
栄
を
第
一
に
考
え
、
あ
く

ま
で
も
そ
の
条
件
の
も
と
で
、
使
用
者
と
労
働
者
双
方
の
利
害
を

尊
重
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
一
八
九
〇
年
の
、
す
な
わ
ち
、
「
上
か

ら
の
組
織
」
を
死
産
と
し
て
し
り
ぞ
け
た
と
き
の
、
ブ
レ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

ノ
の
考
え
で
あ
っ
た
。
「
上
か
ら
の
組
織
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
よ

う
と
も
、
社
会
の
進
歩
に
よ
り
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
よ

う
と
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
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（59）　ルーヨ・ブレンターノと新組合主義

恩
想
に
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
本
位
主
義
が
常
に
根
強
く
備
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
次
の
F
・
ハ
リ
ス
ン
の
手
紙
か
ら
推
測
さ
れ

る
よ
う
に
、
新
組
合
主
義
を
考
え
る
際
に
、
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
国

家
と
そ
の
．
関
係
を
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
そ
の
た

め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
「
〔
新
組
合
主
義
に
関
す
る
〕
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
は
経
済
的
な
も

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
主
義
は

こ
の
出
来
事
と
は
関
係
が
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ

　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

は
『
国
家
』
と
も
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
国
家
が

な
ん
た
る
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
明
確
な
観

　
　
　
　
　
　
？
）

念
で
は
な
い
の
で
す
。
」
（
傍
点
の
箇
所
は
、
原
文
で
は
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
。
）

　
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
あ
て
の
手
紙
－
そ
れ
は
お
そ
ら
く
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
か
ら
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
な
の
だ
が
ー
の
中
で
、
ハ
リ

ス
ン
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
が
ハ
リ
ス
ン
に
あ
て
た
手
紙
の
中
で
、
新
組
合
主
義
と
国
家
と

の
関
係
を
尋
ね
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
イ
ギ
リ

ス
人
ハ
リ
ス
ン
に
は
、
国
家
の
観
点
か
ら
新
組
合
主
義
を
捉
え
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
、
国
家
本
位
主
義
に
立
つ
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
に
し
て
み
れ
ぱ
、
国
家
と
新
粗
合
主
義
と
の
関
係
は
、
間

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
に
記
さ
れ
た
自
伝
の
中
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、

一
八
七
〇
年
代
当
時
の
自
分
が
自
由
主
義
の
基
本
思
想
に
立
脚
し

て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
と
き
に
自

分
が
、
個
々
人
の
活
動
の
成
果
を
「
我
が
も
の
と
す
る
」
の
を
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

家
に
許
し
て
い
た
こ
と
も
、
彼
は
認
め
て
い
た
。
こ
の
回
想
が
思

い
違
い
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

彼
の
恩
想
的
特
徴
が
、
単
に
一
八
七
〇
年
代
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
「
上
か
ら
の
組
織
」
構

想
、
あ
る
い
は
、
新
組
合
主
義
に
対
す
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
対
応

か
ら
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
思

想
に
お
い
て
は
、
個
人
の
進
歩
が
全
体
、
国
家
総
体
と
い
う
統
一

体
の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
必
ず
し
も
前
面
に
は
出
て
こ
な
か
っ

た
。
一
八
七
〇
年
代
に
労
働
組
合
の
国
民
経
済
的
意
義
が
唱
え
ら

れ
た
と
き
も
、
一
八
八
O
年
代
に
「
上
か
ら
の
組
織
」
が
求
め
ら

れ
た
と
き
も
、
ま
た
、
一
八
九
〇
年
代
に
そ
れ
が
否
定
さ
れ
た
と

き
も
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
集
約
的
、
な
ら
ぴ

に
包
括
的
な
文
化
の
進
歩
と
、
個
々
人
の
あ
ら
ゆ
る
能
カ
の
最
大

隈
の
展
開
」
と
い
う
、
彼
自
身
が
「
自
由
主
義
的
」
と
呼
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

た
社
会
改
良
の
究
極
目
標
達
成
の
最
終
的
な
．
稗
組
み
を
、
ブ
レ
ン
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タ
ー
ノ
は
終
始
一
貫
し
て
国
家
に
ま
と
め
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
自
由
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一

般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
国
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
東
縛
を

し
り
ぞ
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
国
家
か
ら
の
自
由
」
と
は
理

解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
な
じ
ん
だ
者
に
と
っ
て
は

矛
盾
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
自

由
と
は
、
む
し
ろ
国
家
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
問
題
と
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
ナ
シ

目
ナ
ル
な
自
由
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
労
働
者
の
組
織
問
題

を
考
え
る
に
際
し
て
、
常
に
ド
イ
ツ
の
特
性
を
考
慮
し
て
い
た
の

も
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
例
え
ぱ
、
ド
イ
ツ
を
取

り
巻
く
諸
情
勢
の
変
化
に
刺
激
さ
れ
て
、
ナ
シ
目
ナ
ル
な
危
機
意

識
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
内
面
で
高
ま
る
と
、
「
上
か
ら
の
組
織
」

構
想
に
典
型
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
社
会
改

良
構
想
は
動
揺
し
た
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
思
想
に
お
い
て
は
、
個
人
の
自
由
が
国
民
的

自
由
に
従
属
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
国
民
的
自
由
を
求
め
る
恩

想
、
そ
れ
を
か
り
に
M
・
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
に
依
拠
し
て
「
国
家
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

位
的
自
由
主
義
」
と
呼
ぶ
な
ら
ぱ
、
こ
の
言
葉
に
プ
レ
ン
タ
ー
ノ

思
想
の
ー
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
者
に
比
し
て
の
　
　
本
来
的

な
独
自
性
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
ミ
ル

と
の
同
質
性
を
、
「
努
カ
」
に
関
し
て
は
語
れ
て
も
、
「
魂
」
に
関

し
て
は
語
れ
な
か
っ
た
理
由
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
に
か
か
わ

る
。
上
述
の
ご
と
く
、
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
自
ら
の
歩
ん
で
い
た
社

会
改
良
の
遣
の
行
き
先
に
、
全
体
、
国
家
の
繁
栄
を
見
つ
め
て
い

た
。
国
家
総
体
の
発
展
が
、
労
働
者
の
状
態
の
高
揚
に
「
不
可
欠

の
前
提
」
と
も
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ミ
ル
は
自
ら
の

歩
ん
で
い
た
道
の
行
き
先
に
、
「
互
い
に
他
の
人
達
が
い
な
く
て

も
や
っ
て
行
け
る
よ
う
な
状
態
」
、
「
人
間
が
従
属
関
係
を
舎
ま
な

い
関
係
の
中
で
共
に
働
き
、
あ
る
い
は
お
互
い
の
た
め
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
」
よ
う
な
状
態
を
、
見
つ
め
て
い
た
。
国
家
の
価
値

も
、
「
長
い
目
で
み
れ
ぱ
、
結
局
は
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

の
価
値
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
」
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

プ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
ミ
ル
両
者
が
歩
ん
で
い
た
、
「
自
由
を
制
限
す

る
な
と
い
う
資
本
の
要
求
と
、
資
本
が
ま
す
ま
す
無
制
限
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
労
働
カ
の
、
体
制
に
対
す
る
保
護
の

＾
9
）

要
求
」
（
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
）
と
の
調
和
を
考
え
る
、
あ
る
い
は
、

「
ど
う
す
れ
ぱ
個
人
の
行
動
の
最
犬
の
自
由
を
、
地
上
の
原
料
の

共
有
、
お
よ
ぴ
、
共
同
の
労
働
の
利
益
へ
の
万
人
の
平
等
な
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

と
い
う
こ
と
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
（
ミ
ル
）
と
い

脳7



（61）　ルーヨ・ブレンターノと新組合主義

う
問
題
を
考
え
る
、
こ
の
「
共
通
の
道
」
。
こ
の
道
の
行
き
先
に

ミ
ル
は
個
人
の
人
格
的
完
成
を
見
つ
め
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
国
家

の
繁
栄
を
見
つ
め
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

が
、
ミ
ル
と
の
「
努
カ
」
の
同
質
性
を
語
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

「
魂
」
の
同
質
性
ま
で
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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